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概要 （600 字～800 字程度にまとめてください。） 

 

本研究は、申請者が発見した、熱を介して光エネルギーを電気に変換する新しい光熱電変換機構、プラズ

モニック光熱電変換機構の駆動機構の解明を目的とした。このプラズモニック光熱電変換機構では、熱電

変換材料と接触した金属ナノ構造体に光を照射すると、熱電変換素子に起電力が誘起され電流が流れる現

象である。この素子の光検出部は一辺 100 nm のプラズモニック構造体で形成されているため、ナノ空間領

域の微小な光を検出でき、ナノサイエンスにおける物性解明やナノピクセル撮像素子に展開できると考え

た。 

 そこで入射光をほぼ 100%閉じ込めることができる完全吸収メタマテリアル構造をプラズモニック光熱電

変換素子の受光部として導入し、光照射を行って光検出器として機能するか、またその応答性はどの程度

であるか、検証した。完全吸収メタマテリアル構造は構造の総厚み 300 nm 程度でありながら、その厚みよ

りも長い波長の光をほぼ 100%閉じ込めることができる。今回用いた完全吸収構造は、金属ナノロッド構造

/誘電体薄膜/金属薄膜の積層構造で形成される構造である。光熱電変換機構の駆動機構をより詳細に議論

するために、偏光特性をもつ金属ナノロッド構造を用いて光照射時の発生電流量を調査した。その結果、

偏光照射下で得られた金属ナノロッド構造の発生光電流の波長依存性が、金属ナノロッドの消光スペクト

ルとほぼ一致したこと確認した。このことから、プラズモニック光熱電変換機構が金属ナノロッド構造の

プラズモン共鳴によって発生した局所的な熱により熱電変換薄膜内に温度勾配を誘起し、熱電変換が生じ

たメカニズムで駆動していることを確認した。 
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英文抄録 （100 語～200 語程度にまとめてください。） 

 

Plasmonic photo-thermoelectric conversion offers an alternative photodetection mechanism that is not restricted 

by semiconductor bandgaps. The purpose of this study was to elucidate the driving mechanism of plasmonic 

thermoelectric conversion mechanism, which converts light energy into electricity through local heat generation. 

We introduced a metamaterial perfect absorber which serves as a light receiver into a plasmonic photo-

thermoelectric device. We examined whether it could also function as a photodetector while aiming to understand 

the driving mechanism of the plasmonic thermoelectric conversion mechanism. As a result, we confirmed that the 

plasmonic thermoelectric conversion mechanism is driven by a mechanism in which a temperature gradient is 

induced in the thermoelectric conversion thin film through local heating generated by plasmon resonance in a 

metal nanorod structure, resulting in thermoelectric conversion. 

 

 


